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ＥＭ利用による水稲栽培（雑草対策を主眼とした） 

 

ＥＭを利用した水稲栽培において、特に水稲雑草で問題になるコナギを抑制する方法として別

紙の栽培こよみを提案させて頂きます。 

下記にその具体的な内容を列記します。 

 

１）秋処理 

 稲ワラの分解度合いによって、雑草（コナギ）の発生が大きく異なってきます。 

 よって、稲刈り後できるだけ稲ワラを分解させる様に、耕起を行います。深さ 10cm をめどに耕起します。 

  ①稲株の分解を促進するために、ＥＭボカシ１００～１５０kg／10a を田面に散布します。 

    また地力が低い場合は堆肥を１ｔ／10a 投入と併せて貝化石を 100kg／10a を施用します。 

  ②EM 活性液の散布 

    EM 活性液は EM ボカシや堆肥の施用後に１０㍑／10a をできるだけ薄めずに散布します。 

③稲株を分解させために、ハローで進行速度をゆっくりし、刃の回転は速くし、浅く耕起します。 

④再度 EM 活性液を１０㍑／10a 散布します。 

 

２）冬期間の耕起 

 秋処理後、気温が高い間は数回耕起し、稲わらの分解を促進します。 

 

３）春の処理 

  畦の補修や強化を行います。できるだけ田植え後に水深を保ちたいので念入りに行います。 

  また、均平化も併せて行います。畦のモグラ対策には、トウガラシ粉末をモグラの穴に入れて対応します。 

 

４）春の耕起 

  春の耕起もロータリーで深さ１０cm を目安に耕起します。 

  春の元肥の施用はできるだけ避けます。元肥は秋に行います。 

 

５）入水・荒代かき 

  入水時に EM 活性液２０㍑動噴散布か流し込みにより投入します。この際水温が保てるように、水持ちが悪

い田はしっかりと代かきを行います。下に水が抜けるような場所は、代かきを 2-3 回行い、水が抜けないよう

にします。EM 活性液は、コナギの発芽を促進させるために投入します。 

水深は、5-8cm で土が見えないように管理してください。 

 またコナギは２０℃以上、1 週間程度で発芽をしますので、入水温が低い場合や掛け流しになるような場合は

表面の水温が保てるように注意します。 

 

６）EM 活性液の投入 

  再度、植え代かきの１０日前くらいに、EM 活性液を２０㍑／10a 散布か流し込みによって投入します。 

  コナギの発芽は２０℃以上で一週間程度かかります。コナギが発芽が旺盛な場合は、中代かきも行います。 

  深く代かきを行うと下層にある種子を持ち上げてしまうため、代かきはドライブハローにて行います。 

  ロータリーしかお持ちでない方は、できるだけ深水にして浅く高速で代かきします。 

 

 



７）植え代かき 

  雑草の発芽を確認し、植え代かきを行います。 

深く代かきを行うと下層にある種子を持ち上げてしまうため、代かきはドライブハローにて行います。 

  ロータリーしかお持ちでない方は、できるだけ深水にして浅く高速で代かきします。 

 

８）田植え 

  田植えは、５月の末か６月の初めに行います。 

  ５月中旬では、水温が十分に確保できないので、できるだけ遅く田植えを行います。 

 

９）田植え後の EM ボカシ散布 

  田植え後に EM ボカシの表面施用を行います。このボカシ施用は、土壌表面のトロトロ層の生育を促進する

ためと初期生育を助けるために行います。 

  ＥＭボカシを４０kg～60kg／10a 施用します。 

 

１０）水管理 

  田植え後、３週間は深水管理をします。ヒエは水深が 7cm 以上あると発芽しても葉の浮力で根付きが悪く

なります。田全体が７cm 以上になるように田面を均平にするのも大切です。 

 

１１）栽培期間中の EM 散布 

  １ヶ月に 1 回は EM 活性液の散布を行います。この際 EM３（光合成細菌）や EM7 を添加する事で生育を

健全にし、登熟を促進します。 

  EM 活性液は５００倍、EM3 は３００倍、EM7 は５０００倍に希釈して散布します。 

 

 

※使用する EM 活性液は１０倍活性液（EM・１：糖蜜：水=1:1:8 で培養したもの）を基本とした

投入量です。 

 １００倍の EM 活性液を使用する際は、表記の 5 倍以上の投入が必要と考えます。 

  EM 活性液は濃度によって、生成される有機酸や有効成分の量が大きく異なる為です。 

 

ご質問などありましたら、EM 研究所までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＥＭ （有用微生物群）による水稲の雑草対策（コナギ） 

■背景 

有機の水稲栽培において、雑草防除、特にコナギ防除が重要な課題となっています。そこで、弊社では、コナギ

の雑草対策で成功している篤農家の栽培技術を参考にし、春の耕種管理、EM の使用方法について検討した。 

■春の耕種管理の概要 

１．入水時にＥＭ活性液を 20L/10a を流し込み（コナギ発芽に刺激） 

※活性液・・・EM1：糖蜜：水 ＝ １：１：８ で混合し加温（38 度）培養した発酵液 

   

２．荒代かき ドライブハローで代かき（深くまで耕起しない） 

 

３．入水期間は浅水管理（土が全体に隠れる程度）  

 

４．入水 7～10 日後にＥＭ活性液※ 20L／10a の追加流し込み 

※ＥＭ・1：糖蜜：水=1:1:8 で混合し加温して培養した発酵液。 

 

５．植え代までに 20 日間以上の日数をとる。 

 

６．植え代かき ドライブハローによる表層の代かきで発芽した雑草を埋没・浮かせて除去  

 

７．田植え後のボカシの散布 

 

 



EM 活性液のコナギ種子の発芽促進効果 

■EM 活性液の作成方法 

※ 左図の配合で混合し、加温して培養し 

  ｐＨを十分に下げ、熟成させた活性液 

 

■実験１ 

＜材料および方法＞ 

Å コナギの種子は、水に浸漬し、冷蔵庫で 7 日間保冷したのち、乾燥させた。  

Å 100 倍、1,000 倍、10,000 倍のＥＭ・1 希釈液を、滅菌シャーレに 20ml 加えた。  

Å ＥＭ活性液は酸度 28（0.1N NaOH 中和滴定量 ml）のものを使用した。  

Å 25℃のインキュベーターの中で蛍光灯で光を照射して発芽状態を観察した。  

Å 種子は、60 粒それぞれのシャーレに播種した。  

■実験 2 

＜材料および方法＞ 

Å (財)自然農法国際研究開発センターにて分譲していただいたコナギの種を使用。  

Å 対照区を水とし、100 倍の 10％ＥＭ活性液の希釈液を、ノウバウェルポットに 100ml 加えた。  

Å ＥＭ活性液は酸度 28（0.1N NaOH 中和滴定量 ml）のものを使用した。  

Å 20℃のインキュベーターの中で蛍光灯で光を照射して発芽状態を観察した。  

Å 種子は、20 粒それぞれのノウバウェルポットに播種した。  

 

■試験結果 

  ＥＭ１、糖蜜１０％の活性液の１００倍の濃度では発芽促進する事が確認された。 

  ２５℃、２０℃の比較的高い温度で発芽促進が確認できた。１５℃では発芽を確認できなかった。 

  圃場で発芽促進をさせるためには２０℃以上の温度と濃い濃度のＥＭ活性液が必要である。 

 

   EM   

10%EM  1 1 8 



■全国の協力農家の結果表 まとめ 
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1   31  375  5/31  0 

1   42  1618  6/2  0 

   20  763  6/1  0 

1   27  661  5/27  0 

          
   18    5/22  1 

   28  -   5/20  2 

2   42  1618  6/2  2 

1   23  534  6/8  2 

2   8  -   5/31  3 

   21  182  5/17  3 

2   20  212  5/23  3 

   10  -   5/17  3 

2   30  653  6/6  5  

 

※ 積算温度は湛水期間中の 1 日の 1 時間毎の気温から 20℃を引いて合計した数値。 
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写真 1 試験ほ場 7/7 写真 2 ＥＭ活性液なしのほ場 7/7 写真 1 試験ほ場 7/7 

■成功事例の栽培履歴 

福井県坂井市の事例 

品種：コシヒカリ 昨年までの主な雑草：コナギ 

年月日 作業内容 
使用資材 使用機械・器具 

種苗・資材名 数 量/10a 機械・器具名 

昨年 10月 

初旬 

秋施肥 稲わら鋤き込み 

Ⅱ型ボカシ施用 

Ⅱ型ボカシ 100kg ロータリー 

4/17 耕起   ロータリー 

4/18 入水    

4/20 荒代かき   ドライブハロー 

4/23 ＥＭ活性液散布 10％ＥＭ活性液 20㍑  

5/25 ＥＭ活性液散布 10％ＥＭ活性液 20㍑  

5/25 中代かき   ドライブハロー 

5/30 植え代かき   ドライブハロー 

6/2 田植え    

6/3 米糠ペレット施用 米糠ペレット 40kg  

 無除草    

■湛水期間 42 日間（4/18～5/30） 

■備考 

長期湛水でＥＭ活性液の流し込みを行った試験ほ場は無除草（写真１）。ＥＭ活性液を投入していないとなりの

圃場では、試験ほ場と全く同じように湛水期間を長くとっていますが、田植え後からコナギが発生し、除草機で

2 回、除草を行っています。（写真 2） 

■考察 

42 日間という長期間湛水状態を保てたこ

と、EM 活性液の発芽促進効果によって、植

代かきまでに充分コナギが発芽し、コナギを

たたくことができたのではないかと思われ

ます。また、前年の 10 月初旬というまだ気

温が高い時期に耕起され、秋処理がしっかり

行われていたことと、春の湛水期間中に EM

活性液が施用されたことで、稲わらの分解が

促進され、トロ土層が厚く形成されたのでは

ないかと思われます。そして、EM 活性液を

流したほ場には、糸ミミズが発生した跡が確

認されており、田植え後に水が 2-3 週間濁っ

たこともコナギの発芽抑制に働いた要因と考

えられました。しかしながら、EM 活性液の流し込みを行わなかった圃場では、田植え後にもコナギの発芽がみ

られました。この事例により、秋処理を行い、長期湛水を 42 日間という長い期間とったとしても、EM 活性液

を春の湛水期間中に添加しなければ、植え代かきでコナギを充分にたたけず、結果的に田植え後にもコナギが発

芽してくるということになると思われました。 

  



写真 3 無除草の試験ほ場 6/27 

写真 6：短期湛水の圃場（8/18） 

■成功事例の栽培履歴 2 

宮城県登米市 

品種：ササニシキ 昨年までの主な雑草：コナギ 

年月日 作業内容 
使用資材 使用機械・器具 

種苗・資材名 数 量/10a 機械・器具名 

前年 12/7 秋施肥 米糠施用 米糠 120kg ブロードキャスト 

前年 12/10 耕起 浅め   ロータリー 

4/26 耕起 中耕   ロータリー 

4/27 入水    

4/28 ＥＭ活性液散布 10％ＥＭ活性液 20L  

5/8 荒代かき 

ＥＭ活性液散布 

10％ＥＭ活性液 20L ドライブハロー 

5/28 植え代かき   ドライブハロー 

5/31 田植え    

 有機肥料、田面施用 バイオノ有機 30kg  

6/5 ＥＭ活性液流し込み ＥＭ活性液 10L  

6 無除草    

■湛水期間 31 日（4/27～5/28） 

■考察：田植え前の湛水期間を 31 日間と長くとったことで、植え代かきまでに充分にコナギを発芽させること

が出来ました。また、田植え前の長期湛水に加え、秋に米糠が 120kg 施用されて、秋耕起と春耕起が 2 回行わ

れていることで、トロ土層が厚く形成され、田植え後もコナギの発生が無かったものと考えられました。この試

験ほ場以外にも、長期湛水のほ場を 11 ほ場設けて頂きましたが、除草機が入ったほ場はありましたが、どのほ

場でもコナギ、ヒエが激減したとの報告を受けています。通常管理の短期湛水のほ場（9 日間の湛水）では、除

草機にて除草したにもかかわらず、田植え後にコナギが大発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 5：短期湛水の圃場（7/16） 

写真 4 無除草の試験圃場 6/27 

 



■成功事例 3 の栽培履歴  

島根県安来市 

品種：キヌヒカリ 昨年までの主な雑草 コナギ 

年月日 作業内容 
使用資材 使用機械・器具 

種苗・資材名 数 量/10a 機械・器具名 

前年 10月 

下旬 

秋起こし   ロータリー 

4/14 耕起   ロータリー 

4/25 耕起    

5/9 入水 ＥＭ活性液 20㍑/10a  

5/13 荒代かき ＥＭ活性液 20㍑/10a ドライブハロー 

5/29 植代かき   ドライブハロー 

6/1 田植え、 

有機肥料田面施用 

Ⅱ型ボカシ 50kg/10a  

7/10 中干し    

8/1 中干し終了    

8/1 ＥＭ3 施用 ＥＭ・3  10L/10a（散布流し込み）  

  ＥＭ・3 10㍑  

■湛水期間 20 日間（5/9～5/29） 

■考察：秋に米ぬかは入っていないが、秋に 1 回、春に 2 回耕起していることと島根県という土地柄、気温が高

かったことも影響し、トロ土層が厚くなり、植え代かきの際にコナギをたたくことができたのではないかと考え

られました。しかし、中干しをきつくしたせいか、7 月下旬からヒエが出始め、部分的にヒエが繁茂してしまっ

た。ヒビが入るほどの中干しは、トロ土が分解され薄くなり、ヒエの発芽に影響してくるのだと考えました。写

真 8 は 9/6 の状態であるが、部分的にヒエは生えたが、収量に影響するほどではないとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 無除草の試験ほ場 6/27 写真 8 試験ほ場 9/6 



■収量とお米の品質 

宮城県の事例では、前年の収量が 407kg/10a だったが、今年は 540kg/10a まで増収した。また、その他の長期

湛水したほ場でも増収効果が見られ、平均約 33％の増収となった。また、お米の品質も高く以下の通りであっ

た。 

窒素  0.974％（1％以下が良い） 

カリウム 0.348％（0.4％以下が良い）  

マグネシウム 0.179％（カリウムとのバランスが K:Mg２：１が良い） 

アミロース 16.7％(20％が目安)  

粘り値  0.940（1.0 以上が良い） 

旨み値  1.469(1.0 以上で非常においしい米と言われている) 

測定依頼先:(公財)自然農法国際研究開発センター  

 

■全体の考察 

全国、さまざまな地域で、コナギ対策試験を行って頂きましたが、ポイントとしては、いかに植え代掻きまでに

コナギを発芽させ、トロ土層を厚くできるかがポイントだと考えています。全国の試験圃場の結果表から失敗し

た要因を簡略に挙げると、以下の 5 点に集約できます。 

１． 水温 20℃以上の期間と田植えの時期。 

２． ＥＭ活性液の投入の有り無し。 

３． 秋処理が行われていないほ場での稲わらの急激な分解による発芽刺激。 

４． 荒代かき、植え代かきのロータリー耕かハロー耕の違い。 

５． 田植え直後の EM ボカシ田面施用。 

コナギの発芽には、20℃以上になる日の日数が必要であり、水温が低いと発芽して来ないという特性があります。

そのため、田植えの時期が早いと発芽とトロ土層を形成するための温度をかせぐことができず、田植え後にコナ

ギの発芽が起こってしまいます。また、漏水田では、水がすぐに抜けてしまうため、水温が上がらず同様の結果

をなってしまいます。 

他にも、秋処理が行われていないほ場では、稲わらの分解が充分に進んでおらず、トロ土層の形成が遅いためか

田植え後に、コナギが発芽してくるほ場がありました。下の図のように、田植え前までは、コナギの発芽を促進

させながら、トロ土層を形成させ、田植え後はトロ土層の中でコナギの種が埋没して発芽してこないようにする

ことがポイントだと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コナギの発芽とトロトロ層の関係図 


